
■効果の見える治水事業 

急傾斜地崩壊対策事業による津波避難場所の確保 
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美波町中由岐地区は、徳島県南部に位置する美波町西の地（旧由岐町）にあり、保全対象として、人家５６

戸および県道（由岐港線）・町道、由岐病院を含む、がけ高５０ｍ勾配４５゜の急傾斜地であります。当地区は急

傾斜地崩壊対策事業(Ｓ４８～５４)により対策を行っておりますが、完了後２６年経過しており、施設の劣化によ

り災害防止機能が不足しているため、緊急に改築を行う必要があります。 

また、当県の沿岸地域では、東南海・南海地震の発生時に津波による被害が想定され、津波の到達時間内

に避難することが困難である等の問題を抱えており、避難場所の整備が喫緊の課題となっています。（徳島県

内の人的被害予測 津波：約９００～１，７００人 がけ崩れ：約１００人）この中由岐地区においても津波第１波

の到達まで１２分、約２ｍの浸水が予測されています。 

このため、平成１８年度から急傾斜地崩壊対策事業に着手し、がけ崩れ対策と併せて急傾斜施設の法面小

段を利用した津波避難場所を創出することとしました。 

現在は、周辺の安全対策に配慮しながら、工事の進捗を図っているところです。 

早期に施設を完成させ、地域の期待に応えられるよう努めます。       
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津波等の被害想定は徳島県調査による。 
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海・山の恵みを活かし、知恵と心でつくるまち 
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美波町は、平成１８年３月３１日に日和佐町と由岐町が合併して誕生しました。 

由岐地区（旧由岐町）は、南東は太平洋に臨み、東は紀伊水道を隔てて和歌山と対面し、海岸線に細長く面

しています。平坦地は少なくほとんどが山地です。 

日和佐地区（旧日和佐町）は、おおむね北西は海部山脈を背にし、東南は太平洋に面し大きく開けています。

日和佐川河口には臨海平地が開け、町の中心部をなしています。海岸線は、風光明媚なリアス式海岸で千羽

海崖やアカウミガメの産卵地大浜海岸などを有し、室戸阿南海岸国定公園の中心に位置しています。 

このように自然に恵まれたわが町でありますが、年間の降雨量は約３，０００ミリという日本有数の多雨地域

であり、これまでにも台風や集中豪雨などによって何度も被害を受けています。また、昭和南海地震では８名

の方がお亡くなりになり、近い将来発生が危惧される東南海・南海地震でも津波被害が予測されています。 

このため、自然災害から町民の生命財産を守るためには、防災意識の高揚・防災体制の充実を図ることが

重要であり、防災講習会の開催や避難訓練の実施など住民と協働した取り組みを進めているところでありま

す。 

これに加えてハード対策としては、県による砂防関連事業の整備促進が不可欠であります。 

現在、県において事業を実施しております中由岐地区の急傾斜施設が完成すれば、周辺地域の安全安心

に多大な効果が発揮できるものと大いに期待しているところです。 

 

自主防災組織の活動（由岐） 津波避難タワーの整備（日和佐） 

四国霊場 薬王寺（日和佐） 

大浜海岸にうみがめ 

産卵上陸（５月～８月） 

漁村留学（伊座利小学校）

ところで、この９月からＮＨＫ連続テ

レビ小説において美波町を舞台にし

た「ウエルかめ」が放映されます。

「海・山の恵みを活かし、知恵と心で

つくるまち」を全国にＰＲできる絶好

の機会であり、番組をご覧になった

みなさんが美波町へ来ていただける

ことを望んでいます。  

 


